
平成２８年度	 はじめの一歩保育園事業報告 

 
【保育所の運営方針と保育目標に対する取組状況】 

園の運営方針を元に、０歳児～５歳児までの保育計画を立て、学年ごと年間計画、月間

指導計画を立て、週案を立て、毎日の生活、保育に取り組んできました。平成２７年度の

経験、反省を基に、午睡中の時間を有効に使い、職員間の意見交換をし、計画、準備に取

り組むようにしてきました。一人ひとりの気持ちを受けとめる保育に心がけ、あったかい

ふれあいを多く持つように心がけ、こどもとの共有、共感を大切に、そして、楽しさと興

味を育む保育になるように立案、導入。保育士も一緒に楽しむように心がけてきました。

また、平成２８年度は、保護者の方に子ども達の活動のあれこれを一緒に共有してもらい

たく、毎日の活動の様子を映像にて映し出し、園の一日を知ってもらえるようにしました。	

開設３年目に、初めて学研に委託し三者評価をして頂きました。保護者の方々から温か

な評価ご意見を頂き、認めて頂けたことに感謝と共に、マンネリ化しないように、今後の

更なる取り組みの方向性をしっかりしていかねばと思いました。それぞれの職員の思いも

受けとめ、あったかい職員間、あったかな保育園になるよう皆で協力し合いたいと思いま

す。平成２９年度は第三者評価で得た数々の思いを改善そして原点にもどって、一歩一歩、

着実に取り組むことの大切さを学びました。	

	

＊自然と友達になってほしい。	

平成２８年度、保育士達が自然との共遊に関心が深まり、裏山探検、散歩をしなが

ら、春夏秋冬の自然がおりなす四季を五感を通して楽しむようになり、子ども達も自

然への興味関心が深まったように感じています。青虫、おたまじゃくし等の生き物を

飼っての観察は、子ども達の興味関心に繋がりました。興味関心に繋がるような環境

作りを心がけました。自分の手で野菜を育てる体験から収穫へ。そして給食に自分達

で育てたお野菜を添えることができました。平成２８年は、近隣の方がかぼちゃをご

ろごろと持って来てくださり、お野菜と畑のいろいろをお話してくださったり、丸ご

と蒸かしておやつにしたり等の楽しみ方ができました。じゃがいも・さつまいも・大

根・ナス・きゅうり・トマト等を育て、生長を見て、食せた喜びは大きかったようで

す。毎日、風を感じ太陽のあたたかさを感じ楽しむようにしてきた子どもたちは、戸

外での体験が、大きな興味、関心、充実に繋がり、笑顔、わくわく感を持ってくれた

ようです。	

＊室内での活動、異年齢交流の場の取り組みに力を入れてみました。３歳児・４歳児・５

歳児の交流の場を多くとり、活動の幅が広がりました。幼児が中心なってのお買い物ご

っこの企画等をし、乳児を招待。全園児・全職員を巻き込んでの活動を数回楽しみ、映

像を通して保護者の方々にも共有して頂きました。	



＊幼児クラスでは、子どもたちで作れそうなおやつのメニューの時は、下準備を子供たち

で行い、調理室にて最後の仕上げをしてもらい食を楽しんできました。園で収穫した野

菜等も、食育食農に繋げて行き楽しみました。今年度最後の食育は、幼児組が野外の釜

戸でピザを焼いて「５歳児のお兄さん、お姉さんありがとう」の思い出となりました。	

＊平成２８年度も、大家族のような雰囲気を大事に、規則正しい生活リズムができるよう

に、日々配慮に心がけ、保育士も、時には、お母さん、お父さんのように愛情をもって

接し、甘えさせてあげたり、励ましをしたり等に心がけるようにしてきました。	 また、

職員には、適材適所があります。得意としている分野を生かして企画案、展開をしても

らうことにより、職員の輝きにも繋がったように感じています。	

＊三位一体の教育の大切さ。「無理なく、保護者も子どもも先生も一緒に楽しく」との思

いが保護者の方々と共に共有の運びに繋がりつつあり嬉しく思っています。	

	

※まだまだ戸惑いもたくさんありますが、保護者の方々のご協力に感謝し、皆で試行錯	 	 	

誤して作り上げた土台を大切にし、平成２９年度に活かしていきたいと思います。	

	

	

地域の子育て支援 

＊地域あっての保育園。園児とおじいちゃん、おばあちゃんとのふれあいの企画にたくさ

んの方が参加下さり、「昔の遊び、お歌教えてね」の企画にも、ほのぼのとした姿があ

りました。あたたかいぬくもりを感じました。	

	

＊小さいお友達	 集まれ！時には、園児と一緒に楽しみ、仲良くなろう！子育ては大変！	

一緒に楽しめば、子育てのヒントがみつかるね。そして助け合いましょう！行事（運動

会）に参加して頂き、地域の方々、未就園児のお友達のプログラムも組み一緒に楽しん

で頂きました。ファミリーの集いへのお誘いとし、クリスマスコンサートや観劇会に	 	 	

親子で楽しんで頂きました。これからも大勢の方々との出会いを大切にしていきたいと

思います。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



開所日及び開所時間 
事業 開所日 開所時間 

通常保育 月・火・水・木・金・土 ７:００～２０：００ 

一時保育 月・火・水・木・金 ８：３０～１７：３０ 

２８年度児童数 

 

 

延長保育実績 

 
 

 定員 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
10

月 

11

月 

12

月 
1 月 2 月 3 月 

０歳 ６ ６ ６ ６ ６ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 

１歳 １６ １６ １６ １６ １６ １６ １６ １６ １６ １６ １６ １６ １６ 

２歳 １７ 17 17 17 17 １６ 1６ 1６ 17 17 17 17 1７  

3 歳 1７ 18 18 18 18 １８ 18 18 18 18 18 １８ １８  

4 歳 17 17 17 17 17 17 1８ 18 18 18 18 18 1８  

5 歳 17 17 17 17 17 1８ 18 18 18 18 18 １８ １８  

合計 90 ９１ ９１ ９１ ９１ ９４ ９５ ９５ ９６ ９６ ９６ ９６ ９６ 

 
   

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 
11

月 

12

月 
1 月 2 月 3 月 合計 

0.5 時間 ６ ６ ６ ５ ５ ５ ４ ４ ６ ７ ６ ７ 
 

６７ 

1 時間 ８ ８ ８ １１ ９ ７ ９ ８ １０ １０ １１ １０ １０９ 

1.5 

時間 
１ １ １ １ １ ２ ２ １ ２ 1 １ １ １５ 

2 時間 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 １５ １５ １５ １７ １５ １４ １５ １３ １８ １８ １８ １８ 
 
１９１ 



一時保育の実績（利用人数） 

職員配置状況（初日在籍者数、上段：常勤、下段：非常勤） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
10

月 

11

月 

12

月 
1 月 2 月 3 月 

 

合計 

非定型

的保育 
３７ ４０ ４４ ４７ ５８ ７７ ９８ １０７ １２６ １０９ １３１ １３７ 1010 

緊急一

時保育 
８４ ８５ ９２ ８７ ４９ ９１ ９６ ８７ ６７ ６１ ９２ ９２ ９７３ 

合 計 １２１ １２５ １３６ １３４ １０７ １６８ １９４ １９４ １９３ １７０ ２１３ ２２９ 1983 

 園長 保育士 看護師 栄養士 調理員 その他 合計 

４月 1 人 
 

１７人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
3 人 

２４人 
１４人 

５月 1 人 
 

１７人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２４人 
１５人 

６月 1 人 
 

１７人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２４人 
１５人 

７月 1 人 
 

１７人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２４人 
１５人 

８月 1 人 
 

１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 

９月 1 人 
 

１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 

10 月 
1 人 

 
１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 

11 月 
1 人 

 
１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 

12 月 
1 人 

 
１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 

1 月 
1 人 

 
１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 

2 月 
1 人 

 
１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 

3 月 
1 人 

 
１８人 
１０人 

1 人 
 

１人 
 

２人 
１人 

2 人 
4 人 

２５人 
１５人 







８	 保護者との連携状況	 報告 
	 	 	 ○連絡帳の活用	  
	 	 	 	 	 ・乳児クラス…個人連絡帳を用いて生活記録などから家庭や保育園の様子を密

に連絡を取り、子育てを共有していく。共通理解へと繋げた。 
	 	 	 	 	 ・幼児クラス…クラス活動は、公開日誌と表示。保護者との連絡を密にして子

どもの様子が分かるように、必要に応じ個別のノート活用をし

た。 
	 	 	 ○登園・登園時の保護者との連携 
	 	 	 	 	 ・各クラスでの引き継ぎ簿を活用して、保護者に伝え漏れがないように全職員

で周知し、送迎時の不安を解消に繋げた。	 	 	 	 	  
	 	 	 ○クラス懇談会と進級説明会	 開催 
	 	 	 	 	 	 ４月 23日…土曜日の午前中に、クラス懇談会を時間差で行った。 
	 	 	 	 	 	 2月…クラス毎に、次年度の進級説明会を兼ねたクラス懇談会を、担任と園長

とで行える日を設けた。 
	 	 	 ○公開保育（１０月１９日～1１月３０日の希望日に参加） 
	 	 	 	 	 	 保育参観（０～３歳児）…我が子に見つからないように見学。 
	 	 	 	 	 	 保育参加（４・５歳児）…保護者も保育に参加。 
	 	 	 	 	 	 （保育参観・保育参加後に担任との個人面談を行い、給食の試食も提供した） 

○個人面談 
希望があれば随時行い個別の連携をとり、保護者の不安を解消した。 

	 	 	 ○お知らせ・掲示板 
	 	 	 	 	 	 ・園だより（毎月 1回）	 	 	 ・クラスだより（毎月 1回） 
	 	 	 	 	 	 ・保健だより（毎月 1回）	 	 ・給食だより・献立表（毎月 1回） 
	 	 	 	 	 	 ・行事のお知らせは随時発行 
	 	 	 	 	 	 ・発行した配布物は、玄関ホールに掲示し閲覧できるように保管。 
	 	 	 	 	 	 ・行政からのお知らせは掲示板に貼付し情報公開に努めた。 
	 	 	 ○保育中のスライドショー 
	 	 	 	 	 	 ・一日の保育活動の写真を玄関のテレビ映像として流し、親子又は先生と保

護者とのコミュニケーションを兼ね一日の保育の様子を伝えた。 
	 	 	 ○父母会 
	 	 	 	 	 	 ・保護者が立ち上げた「おひさまいっぽ」の父母会主催による、親睦会（6月・

11 月）とバザー（1 月）に協力をしながら、保護者同士の繋がりや職員た
ちとのかかわりを深めた。 

 
	 ９	 第三者評価に対する取組 
	 	 	 	 	 	 外部による第三者評価の受審をお願いし、保護者にアンケートを募り集計報

告をホームページに載せた。 
 
 



 
１０	 セルフモニタリングの実施	  
	 	 	 	 	 自己評価表を作成し、自己を振り返りと共に向上心を持てる機会を設けた。 
 
１１	 苦情対応・解決の方法と実施 
	 	  	 ○28年度の「苦情解決システム」を作成し玄関入り口に掲示した。 
	 	 	   ○保育園への要望・苦情申し出は、第三委員に直接申し出ることが出来ることの 

手紙を、全園児に配布した。 
	 	 	   ○ 苦情・相談事があった場合は園長に報告し、苦情申請者と誠意をもって話し合 

い解決に努めた。時系列を記録に残し、職員で周知していった。 
 
１２	 職員研修の実施 

○園内研修	  
	 ・園長と担当者が研修内容や日程など取り決め計画を立て、質の良い保育とより

良い環境を作り上げていくように研修を重ね、パート職員も参加可能な研修も

設けた。 
	 	 	 	 別紙添付 
○園外研修 
	 ・研修情報を、職員に掲示し参加を呼び掛け、業務の中で必要な知識や技術を習

得できる体制を組み、職員の自己研鑽が図られるよう外部の研修機会に努めた。 
	 ・研修終了後、研修記録を提出し全職員が研修内容を保育に活かせるように園内

研修に繋げた。 
	 ・28年度は 35回の研修に参加した。	 	 別紙参照 

	 	 	 	  
１３	 児童・職員の健康管理 
	 	 	 ○園児の健康管理 
	 	 	 	 ・登園時の視診と検温。看護師による毎朝や午睡時に見回りを実施 
	 	 	 	 ・最近流行っている病気を掲示板でお知らせし、病時・病後時保育室の案内の掲

示や保健だよりでも情報公開を行う。 
	 	 	 	 	 ・感染症などの二次感染予防に努め、嘔吐処理方法講習を全職員が行った。 
	 	 	 ○保健年間行事	 実施回数 
	 	 	 	 	 ・乳児・内科検診…０・１歳児（毎月１回）	 ２歳児以上（年４～５回）	  
	 	 	 	   ・プール前健診（６/１）…全園児	  

・視聴覚検査…４歳児（年１回） 
・歯科検診……全園児（６/22） 
・身体測定を毎月行い、「すこやか手帳」に記録して保護者にお知らせする。 

	 	 	 ○職員の健康管理 
	 	 	 	 	 ・年一回の健康診断を 11月 19日に行い、職員の健康状態を把握した。 
	 	 	 	 	 ・毎月の蟯虫検査 



 
１４	 安全安心に取り組み 

（１）	事故の防止策・対応策の取り組み 
・園外散歩マニュアルの見直しを行う。 
・事故報告書・ヒヤリハットを活用して、事例を分析して再発防止に努めた。 
・養護によるＡＥＤ講習会と嘔吐処理実演講習会を行った。 
・園内、園外の安全点検チェックにより安全管理に努めた。 

（２）	不審者対策の取り組み 
    ・1月 25日不審者対策訓練を実施 
（３）	防災対策の取り組み 
	 	 ・震災時に備え、引き取り訓練と災害伝言ダイヤルの体験練習を行った。 
	 	  ・12月 5日に総合訓練で全職員による通報訓練を実施。 
	 	  ・避難訓練は全職員（パートも含む）が避難訓練の担当者となり訓練を行った。 
	 	  ・平成２８年度の消火避難訓練報告書は、別紙参考。 

 
１５	 虐待防止の取り組み 

	 	 ○虐待防止マニュアルを作成し、虐待を疑われる事例があった場合は報告を行う 
ように全職員間で周知した。 

	 	 ○怪我の有無など、沐浴や着脱時にチェックをして疑わしいことがあったなら記

録として残すようにした。 
 

１６	 給食に対する取り組み	 	  
	 	 ○給食提供 
	 	 	 ・川崎市の献立メニューにて給食の提供とするが、カレーの時は、季節の野菜

を用いて園独自のカレー作りをし、園児が栽培した野菜を園児と共に食し、

旬な味を楽しんだ。 
・幼児食のサンプルを玄関に展示し、離乳食のサンプルは保育室に展示した。 

	 	 	 ・離乳食会議と給食会議を栄養士と共に毎月行った。	  
	 	 	 ・献立表・給食だより（毎月発行） 
	 	 	 ・アレルギー児の除去食提供を、園長・栄養士・養護・担任との個別相談を保

護者と行い勧めていった。除去食の配膳手順の徹底に努めた。 
	 	 ○衛生管理 
	 	 	 ・衛生管理チェックリスト等を用いて毎日衛生管理と安全に努めた。 
	 	 	 ・調理室内の衛生に努める。 

（業者による害虫駆除	 年２回）	  
（業者によるグリストラップ掃除	 2ヶ月に 1回） 
（ゴキブリ点検を 2ヶ月に 1回） 

	 	 	 ・調理済みの食品保管をする。（２週間） 







平成２８年度	 園内研修実施記録 

定期的に園内研修を行い、保育の資質向上を高めるため共有のものとして、保育に役立てた。 
 

実施日 担当者 参加者数 研修と活動内容 
4月	 8日（金） 森 11名 誤解を減らし、伝わりやすいお便り等の書き方。 

外部の研修報告から、連絡帳の記入方法や保護者への伝え方を、 
学びあった。 

5月 27日（金） 森 10名 わらべうた・手あそびうたの実践 
7月 23日（土） 加藤 10名 柿の実キッズフェスティバルに参加し、新沢としひこ氏のリズム

体操や子どもたちへの話しかけ方、歌などから楽しませる導入を

学ぶ。 
10月 18日（火） 佐々木 全園児 

職員 
在園児と保育者が一緒になって、音楽に合わせリズム運動や体操

をして身体を動かす楽しさを体験する。 
11月 18日（金） 押川 

青木 
27名 応急手当・救命救急講習会。 

	 ～こどもの心肺蘇生方法について～ 
12月 17日（土） 小倉 10名 ファミリーコンサートを開催 

園児や近隣の親子を招いて楽器演奏や歌などで、楽しませる工夫

のディスカッションをし、職員間で学びあった。 
１月 27日（金） 
 
 
 
 
 

鈴木 
堀越 
加藤 

 
 

3名 1月にテーマに沿っての 3グループ分けを行う。 
A.食事・食具について（７名） 
B,遊び・玩具・環境（７名） 
C運動機能・運動遊び（６名） 
グループごと、子どもにとってより良い生活環境が整えら

れるように、意見交換をして課題を見つけていく組織作り 
2月 22日（水） 加藤 ７名 Bグループで成長に合った、玩具選びを考える。 

29年度へ継続中。 

 
 
	 	 	 	 	  
 








